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頼りにしていたリーダーを突然暴力的に奪われ、絶望に支配されていた弟子たちにとっ
て、復活された主との再会は、新たな希望を生み出しました。使徒言行録は、使徒たち
に芽生えたその希望を、「イスラエルのために国を建て直してくださるのは、この時です
か」という問いかけで明らかにしています。

復活されたイエスは、弟子たちの、いわば現世的な望みに答えるのではなく、復活の命
に生かされ希望に生きるものへ、新たな道を指し示します。

マルコ福音は、「全世界に行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい」とい
う、復活された主による宣教命令を記しています。同様に主の昇天の模様を詳しく伝え
る使徒言行録も、「地の果てに至るまで、わたしの証人となる」という主の弟子たちに対
する言葉を記し、昇天された主が、宣教命令を残されたことを明示しています。

新たな命によって生かされる希望の道は、福音を世界の隅々にまで伝える道です。自らが
創造された愛すべき命が、すべからく救いに与ることを望まれる御父は、主の復活に与る
わたしたちがそのために働くことを望んでおられます。この世界にあって、キリスト者で
あるわたしたちには、福音を告げしらせ、命の希望の灯火をともしていく務めがありま
す。教会に与えられた、福音宣教の命令は、すなわちわたしたち一人ひとりに与えられた
使命です。

第二バチカン公会議の「教会の宣教活動に関する教令」は「教会の使命は、キリストの
命令に従い、聖霊の恵みと愛に動かされて、すべての人と⺠族の前に完全に現存するも
のとなるとき、初めて遂行される」と記し、さらに「キリストが神の国の到来のしるし
として、あらゆる病気や患いをいやしながら町や村を残らず巡ったように、教会もまた、
その子らを通して、どのような状況にあるとしても、人々とくに貧しい人や苦しんでい
る人と結ばれ、彼らのために喜んで自分を差し出す」（12）と、福音をあかしすること
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の意味を教えています。

パウロは教会がキリストの一つの体において一致していることの重要性をエフェソの教
会への手紙に記し、「わたしたちひとり一人に、キリストの賜物のはかりに従って、恵み
が与えられています」と、その霊的な一致は賜物の多様性のうちにあることを明示して
います。

教会憲章の第32項に、「聖なる教会は、神の制定によって、みごとな多様性をもって組織
され統治されている。・・・教会の中では、すべての人が同じ道を進んでいるわけではな
いが、しかしすべての人が聖性に招かれ、神の義によって、信仰を同等に分け与えられ
ているのである。・・・こうして、多様性の中にあって、すべての人がキリストのからだ
における優れた一致についてあかしを立てる」と記されています。

わたしが20年ほど前に、初めて新潟の司教の任命を教皇様からいただいたとき選んだ司
教職のモットーは、ここからとられています。わたしは「多様性における一致」を、こ
の20年間、司教職のモットーとしてきました。

いま教会はシノドスの道を歩んでいますが、まさしく今ほど「多様性における一致」が
重要なときはありません。聖霊の導きに耳を塞いだままでいるのか、聖霊の導きに身を
任せようとするのか、それぞれの決断が、福音の証し人となるために必要です。


